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1.  平成24年10月期第3四半期の連結業績（平成23年11月1日～平成24年7月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年10月期第3四半期 33,029 10.0 1,298 114.0 830 634.1 741 ―
23年10月期第3四半期 30,039 △8.9 606 △16.8 113 △48.3 △184 ―

（注）包括利益 24年10月期第3四半期 764百万円 （―％） 23年10月期第3四半期 △183百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年10月期第3四半期 13.83 13.79
23年10月期第3四半期 △4.92 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

24年10月期第3四半期 47,653 6,950 14.4
23年10月期 44,095 9,943 22.3
（参考） 自己資本   24年10月期第3四半期  6,849百万円 23年10月期  9,852百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
（注）上記「配当の状況」は、普通株式に係る配当状況であり、優先株式の状況については、「優先株式の配当の状況」をご覧ください。 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年10月期 ― 0.00 ― 4.00 4.00
24年10月期 ― 0.00 ―
24年10月期（予想） 5.00 5.00

3. 平成24年10月期の連結業績予想（平成23年11月 1日～平成24年10月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 56,840 15.7 5,520 40.3 4,900 46.9 4,400 59.2 85.49



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  有  
（注）詳細は、添付資料３ページ「２．サマリー情報（その他）に関する事項（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧ください。 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方
法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点においては、金融商品取引法に基づく
四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の
業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料２
ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

※  注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年10月期3Q 45,964,842 株 23年10月期 45,964,842 株
② 期末自己株式数 24年10月期3Q 93,247 株 23年10月期 102,352 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年10月期3Q 45,869,136 株 23年10月期3Q 45,865,682 株



 
（注）１ 平成23年10月期のＡ種優先株式の１株当たり年間配当額は定款の定めに従い普通株式の配当と同額で算出し

ております。 

   ２ 平成23年10月期のＢ種優先株式の１株当たり年間配当額は定款の定めに従い年間配当率８％で算出しており

ます。 

・優先株式の配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年10月期
第１回Ａ種優先株式 ─ ─ 0 00 ─ ─ 4 00 4 00

第１回Ｂ種優先株式 ─ ─ 0 00 ─ ─ 80 00 80 00
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当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災後の影響による混乱から回復しつつあ

るものの、欧州の債務危機、原油価格の高騰及び円高の長期化等により、厳しい環境で推移いたしまし

た。 

住宅業界におきましても、住宅関連政策の下支え効果はあるものの、平成23年11月から平成24年７月ま

での９ヶ月間の持家部門の新設住宅着工戸数は221千戸（前年同期間比2.7％減）となりました。 

こうした経営環境の中、当社グループは、太陽光発電装置を価格据え置きで全棟に標準搭載し、従来か

らの基本ポリシーである高耐久性を維持しつつ、値頃感のある環境配慮型商品の販売に注力してまいりま

した。また、収益力改善を図るため、原価低減、経費削減を積極的に推し進めてまいりました。 

以上の結果、売上高は330億29百万円（前年同期比10.0％増）、営業利益は12億98百万円（同114.0％

増）、経常利益は８億30百万円（同634.1％増）、四半期純利益は７億41百万円（前年同期は１億84百万

円の損失）となりました。 

  

セグメントの業績は、次のとおりであります。 

  

① 住宅事業 

住宅事業につきましては、期首受注残高及び期中受注高の増加に伴う完成工事高の増加等により、売上

高は273億40百万円（前年同期比8.6％増）、営業利益は14億97百万円（同41.4％増）となりました。 

なお、業績の先行指標である受注残高につきましては、前年同期末比35億67百万円増と堅調に推移して

おります。 

  

② ホテル事業 

ホテル事業につきましては、前年同期が東日本大震災の影響により大幅な減収減益であったこと、ネッ

ト予約客が増加したこと等により、売上高は50億27百万円（前年同期比20.3％増）となり、営業利益は４

億58百万円（同313.5％増）となりました。 

  

③ ビール事業 

ビール事業につきましては、既存取引先に対し積極的な営業展開を行ったものの、前年に震災による代

替需要が発生したこと等により、売上高は６億61百万円（前年同期比3.2％減）、営業利益は14百万円

（同52.3％減）となりました。 

  

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、現金預金の増加10億98百万円、販売用不動産の増加12

億71百万円等により、前連結会計年度末と比較して35億57百万円増加し、476億53百万円となりました。

負債は、長短借入金の増加63億32百万円等により、前連結会計年度末と比較して65億50百万円増加し407

億２百万円となりました。なお、自己資本は68億49百万円、自己資本比率は14.4％となりました。 

  

平成24年10月期の連結業績につきましては、平成23年12月12日に公表した予想に沿って進捗しており、

変更はありません。 

なお、平成24年５月22日付で、Ａ種優先株式10,000,000株を取得及び消却したことに伴い、１株当たり

当期純利益は85円49銭に修正しております。 

１. 当四半期決算に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

なお、平成24年３月27日付開催の当社取締役会において当社の持分法適用子会社である東日本テック

株式会社を解散し、当該事業を当社で行うことを決議いたしました。同社は、平成24年５月31日開催の

臨時株主総会において解散を決議し、現在清算手続中であります。 

  

一般債権の貸倒実績高の算定については、前連結会計年度末に算定した値と著しい変化がないと認め

られるため、前連結会計年度決算において算定した貸倒実績率に基づき計上しております。 

定率法による減価償却の方法を採用している固定資産の減価償却費については、連結会計年度に係る

減価償却費の額を期間按分して計上しております。 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降において業績及び一時差異の発

生に著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度において使用した将来の業績予測に基づいて

おります。 

  

該当事項はありません。 

  

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用） 

当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上

の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号 平成21年12月４日）及び「会計上の

変更及び誤謬の訂正に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号 平成21年12月４

日）を適用しております。 

  

（法人税率の変更等による影響） 

「経済社会の構造の変化に対応した税制の構築を図るための所得税法等の一部を改正する法律」（平

成23年法律第114号)及び「東日本大震災からの復興のための施策を実施するために必要な財源の確保に

関する特別措置法」(平成23年法律第117号）が、平成23年12月２日に公布され、当社では平成24年11月

１日以降に開始する事業年度から法人税率等が変更されることとなりました。これに伴い、繰延税金資

産及び繰延税金負債の計算に使用される法定実効税率は、従来の40.4％から37.8％に、平成27年11月１

日以降に開始する事業年度については35.4％に変更されます。 

この税率変更により、当第３四半期連結累計期間における繰延税金資産の純額が10百万円減少し、法

人税等調整額が10百万円増加しております。 

２. サマリー情報（その他）に関する事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

(4) 追加情報
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３．四半期連結財務諸表
（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成23年10月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年７月31日)

資産の部

流動資産

現金預金 4,865 5,963

受取手形・完成工事未収入金等 1,521 1,657

未成工事支出金 409 985

販売用不動産 2,752 4,024

商品及び製品 134 203

仕掛品 11 16

原材料及び貯蔵品 342 273

繰延税金資産 1,666 1,674

その他 1,367 1,938

貸倒引当金 △5 △3

流動資産合計 13,066 16,733

固定資産

有形固定資産

建物・構築物 42,859 42,823

機械、運搬具及び工具器具備品 5,733 5,870

土地 11,171 11,234

リース資産 1,352 1,656

建設仮勘定 39 120

減価償却累計額及び減損損失累計額 △32,754 △33,366

有形固定資産合計 28,401 28,338

無形固定資産 599 638

投資その他の資産

投資有価証券 174 151

長期貸付金 347 326

繰延税金資産 136 102

破産更生債権等 7 7

その他 1,685 1,677

貸倒引当金 △332 △331

投資その他の資産合計 2,017 1,933

固定資産合計 31,018 30,911

繰延資産

社債発行費 10 8

繰延資産合計 10 8

資産合計 44,095 47,653
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成23年10月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年７月31日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 5,858 4,301

短期借入金 749 6,153

1年内償還予定の社債 120 120

1年内返済予定の長期借入金 1,878 2,370

未払法人税等 138 76

未成工事受入金 1,938 3,953

完成工事補償引当金 234 244

賞与引当金 589 335

その他 2,593 2,715

流動負債合計 14,101 20,271

固定負債

社債 315 200

長期借入金 15,002 15,439

リース債務 498 649

繰延税金負債 44 37

退職給付引当金 2,241 2,200

役員退職慰労引当金 427 497

資産除去債務 291 268

その他 1,228 1,138

固定負債合計 20,050 20,431

負債合計 34,151 40,702

純資産の部

株主資本

資本金 3,873 3,873

資本剰余金 20 20

利益剰余金 5,998 2,985

自己株式 △19 △18

株主資本合計 9,872 6,861

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △3 0

繰延ヘッジ損益 △16 △12

その他の包括利益累計額合計 △20 △12

少数株主持分 91 101

純資産合計 9,943 6,950

負債純資産合計 44,095 47,653
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
四半期連結損益計算書
第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年11月１日
至 平成23年７月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年11月１日
 至 平成24年７月31日)

売上高 30,039 33,029

売上原価 18,744 20,373

売上総利益 11,294 12,655

販売費及び一般管理費 10,688 11,357

営業利益 606 1,298

営業外収益

受取利息 4 5

持分法による投資利益 21 17

賃貸料収入 16 6

雑収入 37 38

営業外収益合計 79 67

営業外費用

支払利息 541 508

雑支出 32 26

営業外費用合計 573 535

経常利益 113 830

特別利益

貸倒引当金戻入額 21 －

受取補償金 10 51

負ののれん発生益 － 2

特別利益合計 31 54

特別損失

固定資産除却損 32 10

減損損失 30 20

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 160 －

災害による損失 93 －

その他特別損失 32 7

特別損失合計 349 39

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期純
損失（△）

△204 845

法人税、住民税及び事業税 99 77

法人税等調整額 △118 11

法人税等合計 △18 89

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益調
整前四半期純損失（△）

△185 756

少数株主利益又は少数株主損失（△） △0 14

四半期純利益又は四半期純損失（△） △184 741
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四半期連結包括利益計算書
第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年11月１日
至 平成23年７月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年11月１日
 至 平成24年７月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益調
整前四半期純損失（△）

△185 756

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △3 4

繰延ヘッジ損益 5 3

その他の包括利益合計 2 8

四半期包括利益 △183 764

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △182 749

少数株主に係る四半期包括利益 △0 14
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該当事項はありません。 

  

〔セグメント情報〕 

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成22年11月１日 至 平成23年７月31日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円） 

 
(注) １．セグメント利益の調整額△593百万円には、セグメント間取引消去△38百万円、各報告セグメントに配分し

ていない全社費用△554百万円が含まれております。全社費用は、報告セグメントに帰属しない一般管理費

であります。 

   ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成23年11月１日 至 平成24年７月31日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円） 

 
(注) １．セグメント利益の調整額△672百万円には、セグメント間取引消去△38百万円、各報告セグメントに配分し

ていない全社費用△634百万円が含まれております。全社費用は、報告セグメントに帰属しない一般管理費

であります。 

   ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

(3) 継続企業の前提に関する注記

(4) セグメント情報等

報告セグメント
調整額 
(注）１

四半期連結
損益計算書
計上額 
(注）２

住宅事業 ホテル事業 ビール事業 計

売上高

(1)外部顧客に対する売上高 25,175 4,180 683 30,039 ― 30,039

(2)セグメント間の内部売上高又
は振替高

5 37 26 69  △ 69 ―

 計 25,180 4,217 710 30,109 △ 69 30,039

セグメント利益 1,059 110 29 1,199 △ 593 606

報告セグメント
調整額 
(注）１

四半期連結
損益計算書
計上額 
(注）２

住宅事業 ホテル事業 ビール事業 計

売上高

(1)外部顧客に対する売上高 27,340 5,027 661 33,029 ― 33,029

(2)セグメント間の内部売上高又
は振替高

14 44 31 90 △ 90 ―

 計 27,354 5,071 693 33,120 △ 90 33,029

セグメント利益 1,497 458 14 1,970 △ 672 1,298
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・Ｂ種優先株式の取得及び消却 

平成23年11月28日開催の取締役会において、Ｂ種優先株式の一部を取得（随時取得条項付株式を

取得することの引換えに、金銭を交付することをいう。以下同じ）及び消却することを決議し、以

下のとおり実行いたしました。 

 
  

・Ａ種優先株式の取得及び消却 

平成24年３月27日開催の取締役会において、Ａ種優先株式の一部を取得（随時取得条項付株式を

取得することの引換えに、金銭を交付することをいう。以下同じ）及び消却することを決議し、以

下のとおり実行いたしました。 

 
  

・Ａ種優先株式の取得及び消却 

平成24年４月23日開催の取締役会において、Ａ種優先株式の一部を取得（随時取得条項付株式を

取得することの引換えに、金銭を交付することをいう。以下同じ）及び消却することを決議し、以

下のとおり実行いたしました。 

 
  

該当事項はありません。 

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

① 取得及び消却した株式の数

② 取得及び消却した株式の総額

③ 取得及び消却した日

④ 消却後の発行済株式数

500,000株

553,850,000円

平成23年12月13日

―株

① 取得及び消却した株式の数

② 取得及び消却した株式の総額

③ 取得及び消却した日

④ 消却後の発行済株式数

6,844,000株

1,945,749,200円

平成24年５月22日

3,156,000株

① 取得及び消却した株式の数

② 取得及び消却した株式の総額

③ 取得及び消却した日

④ 消却後の発行済株式数

3,156,000株

992,877,600円

平成24年５月22日

―株

(6) 重要な後発事象
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 生産、受注及び販売の状況 

  

(1）生産実績 

住宅事業及びホテル事業は生産実績を定義することが困難であるため、ビール事業の生産実績を記

載しております。 

当第３四半期連結累計期間における生産の実績は、次のとおりであります。 

 
  

(2）受注状況 

当社グループでは、当社の受注が大部分を占めているため、当社の受注状況を記載しております。

当第３四半期連結累計期間における受注の状況は、次のとおりであります。 

 
(注) １．上記金額は全て販売価額により表示しております。 

   ２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

(3）販売実績 

当第３四半期連結累計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

 
(注) １．セグメント間の取引については相殺消去しております。 

   ２．総販売実績に対する割合が10％以上の相手先はありません。 

   ３．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

４. 補足情報

セグメントの名称 生産高（ｋｌ） 前年同四半期比（％）

ビール事業 1,296 △ 2.3

セグメントの名称 部門別 受注高（百万円） 前年同四半期比（％）

住宅事業

建築部門 28,269 ＋ 6.1

不動産部門 3,168 ＋ 33.0

計 31,438 ＋ 8.4

セグメントの名称 金額（百万円） 前年同四半期比（％）

住宅事業 27,340 ＋ 8.6

ホテル事業 5,027 ＋ 20.3

ビール事業 661 △ 3.2

計 33,029 ＋ 10.0
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